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第9次南極地域観測隊夏隊報告

清 野 善兵衛＊

REPORT OF THE SUMMER PARTY OF THE 9TH JAPANESE 

ANTARCTIC RESEARCH EXPEDITION IN 1967-1968 

Zenbei SEINO本

Abstract 

The 9th Japanese Antarctic Research 

Expedition (1967-1968), consisting of fourty 

members, was led by Mr. Masayoshi MuRA­

Y AMA, also leading the wintering party of 

twenty eight men. The deputy leader (the 

author) led the summer party of twelve mem・

bers. 

On November 25, 1967, the icebreaker 

FUJI under command of Rear Admiral To咽

shiharu HONDA, with fourty expedition mem­

bers and four news reporters, left Tokyo and 

headed for the Antarctic via Fremantle of 

Australia. At Fremantle, Mr. M. SPONI王OLZ,

American meteorologist, got on board the 

FUJI as an observer. 

On December 29, 1967, the Fu JI reached 

the northern part of fast-ice of Lutzow-Holm 

Bay, 40 nautical miles northeast of Syowa 

Station, and from there the first helicopter 

flight to the base was made carrying person­

nel and cargo. 

Afterwards the FUJI penetrated the hard 

fast-ice to make an approach to the station, 

and after eight days of great efforts she 

succeeded to approach the station. 

On Junuary 12, 1968 the FUJI reached 

coastal bay-ice of the Soya Coast near the 

station, and unloaded three oversnow vehicles 

(KD60), sleds and fuels for the scheduled 

traverse trip to the south pole. Next day the 

Fu JI reached and anchored at the coast of 

East Ongul Island. 

Unloading of about 500 tons cargo and 

transportation to the station was carried out 

mainly by two S-61A helicopters, of which 

nearly 140 tons of heavy materials were trans­

ported over ice by oversnow vehicles. 

Construction work was carried out 

throughout the period of anchorage. 

A new living hut (wooden, 20m×5m), a 

new generator hut (metal, 14m×18m) and 

corridor were almost completed before the 

ship left. 

On January 29, the FUJI moved to the 

southern part of Lutzow-Holm Bay, from 
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where two research parties were sent out, 

one for the Lang Hovde area and the other 

for the Skarvs Nes area. In the Lang Hovde 

area an underwater research was attempted 

by SCUBA diving. 

On February 1, the FUJI returned to the 

Syowa and left there on February 3rd, tak­

ing the same route to the north, and escap­

ed from fast-ice after three days. 

Then, the FuJI sailed to the east and 

visited恥1olodezhnaya Station (USSR) on 

the 8th of February. Next day two field 

parties were sent by helicopter to the rocky 

areas of the Prince Olav Coast. 

On February 9, several members of the 

9th expedition team at Syowa Station found 

the body of Mr. Shin FuKusHIMA, who was 

lost in severe brizzard in October, 1960, on 

the west coast of West Ongul Island, nearly 

4 km southwest from the station. After the 

Buddhistic cremation was performed, his ashes 

were transported to the Fu JI by helicopter 

next day. 

On the 11th of February the station was 

o伍cially turned over to the 9th wintering 

party, and the Fu JI took her departure home­

ward. 

Unfortunately, bad weather prevented 

the visit to the South African SANAE Base 

on the 17th of February. 

After staying at Cape Town from the 

1st to the 7th of March, and at Colombo 

from the 23rd to the 27th, the FuJI returned 

to Tokyo on April 12. 

Shipboard scientific programmes were 

successfully carried out throughout the voy­

age with the following subjects: cosmic rays, 

VLF studies, radio noise observations, proton 

magnetometer survey, surface and upper-air 

meteorological observation, surf ace 圃ship grav­

imeter survey, oceanography, and marine 

biology. 

1. 第9次観測隊の任務と編成

1.1. 第9次観測隊の任務

第7次観測隊によって1966年昭和基地は再開されたが，これに先立つて，1965年南極特別

委員会で将来の長期計画を立案し，これにもとづき各部計画専門委員会が具体的実施要領を

決定し，各年次観測｜援がこの計画に従って運営されている．

第9次越冬隊に与えられた任務は，第8 次越冬隊によって実施された昭和基地を中心とす

る定常・研究観測を継続充実すると共に，特に南極大陸内陸地域をより広く調査することに

重点がおかれ，できれば昭和基地・南極点間の長距離往復調査旅行の計画を持っている．

1) 基地においては継続的に行なう定常観測，即ち，極光全天写真観測，地磁気三成分連

続測定， 同絶対測定，電離層定時観測， 地上気象観測，高層気象観測，潮汐観測， 自然地震

観測，積雪観測等を第8 次越冬隊から引続き実施する外に，研究観測として，極光，地磁気，

宇宙線，電波科学，気象，雪氷，地質，医学の各部門が，それぞれテ ー マを持っている．
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気象学の雲物理，医学の生理学，細菌学は今回新たに取り上げられたテ ー マである．

2) 内陸調査は1965年 6 月南極特別委員会の決定した基本方針に基づ
、
き年次計画が示され

ている． 第9次隊は第8 次｜家の行なった内陸調査地域を拡大，南極点までの調査，雪氷，地

学，地磁気，気象，重力等の観測を実施する任務を持つ． このため内陸調査旅行に参加する

隊員12名は隊員選考の際すでに内定されていた．

以上の越冬業務を実施するため，越冬隊員は28名となり，更に報道記者 1名を加えて29名

となったので，居住施設の不足を補うため，新たに居住棟の建設が必要となった． また基地

観測の充実改善，特に観測用発電機を独立させるために，新たに65KVA の発電機と新しい

発電棟の増新設が必要となった． これに伴い燃料必要量が増加し，物資輸送量は約500tに達

した．

一方，夏｜設は副隊長以下12名で編成され，往復の船上では海洋観測，海上重力観測，生物

観測を実施，特に生物観測に重点がおかれ，基地接岸中，または沿岸航行中機会をとらえて

露岩地帯の調査を行なうことになっていた． また基地周辺の開水面において日本観測隊が初

めて試みる潜水による海底調査も計画された．

往航船上で、越冬隊により海上磁気測定，超高層観測（VLF, 中短波電界強度， 空電スベ

クトル，宇宙線〉， 気象（海塩核〉 の諸観測が行なわれたが，復航はそれらの中， 海上磁気，

超高層観測は夏隊が担当することにした．

基地建設期間中は夏隊も勿論輸送建設作業に従事しなければならないので，輸送，建築の

専門家が夏｜設に参加した．

1. 2. 観測隊の編成および観測計画

隊員の選考については，例年のように，日本学術会議南極特別委員会で推せんされた隊員候

補者については東京大学付属病院において身体検査が行なわれ，南極地域観測専門委員会健

康判定部会の判定結果により南極地域観測統合推進本部長から委嘱を受ける形式がとられた．

7月 1 日には隊長，副隊長および隊員の第一回目の発令があり，以後数回に分けて発令さ

れた．

3 月 1 日から 5 日まで隊員候補者は福島県磐梯青年の家を基地として寒冷地訓練を，また

7月17日から2 0日まで長野県菅平高原体育研究場において総合訓練を受けた．

この他10月25日から28 日まで富士山麓御殿場にて，内陸調査要員の雪上車その他の内陸調

査旅行の訓練，9 月14日から16日まで全員が「ふじ」に乗艦，横須賀・大阪聞の航海を経験

した． 観測各部門においても部門毎に観測訓練，機器取扱いの研修を受けた．
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本観測隊の隊員選考についての特色は， 南極地域観測統合推進本部関係者にオベレ ー ショ

ンの実態を経験し， 昭和基地の現状を把握してもらうために文部省から事務官の参加を求め

たこと， また観測隊物資の集荷， 梱包， 海上輸送， 空輸等一連の物資輸送業務を担当すると

共に， 今後の観測隊の物資輸送の一方式を定めるために， 日本通運株式会社より輸送専門家

の参加を求め， それぞれ夏隊員に加えたことである．

昨年に引続き米国よりオブザ ー パ ー として， Martin P. SPONHOLZ （米国気象局， 極地微

気象専門， 19 66年プラト ー 基地にて越冬〉がフリ ー マントルにて乗船， ケ ー プタウンにて下

船するまで船上においてカイツ ー ンによる低層気象観測を2 0回行なった． また， 報道記者と

して高木八太郎〈朝日新聞， 越冬〉， 本多光之（共同通信〉， 加藤慶男（NH K， ケ ー プタウン

にて下船〉， 寺田捨己〈東京放送， ケ ー プタウンにて下船〉が 同行した．

第9次観測隊の編成は次の通りである．

表1 第9次観測隊編成表

区 分［担当部門（氏 名 所 属

長｜村山雅美｜国立問物地

気

定常観 測

電 高佐 層

地磁気，地 震

高 層 l

越

気 pふq、
研究観 測 医 メ寸えら〕

I� 1也
（内陸調査

学
〉

山崎道夫

井部良 一

福谷 博

石 沢 蒸

吉 田光雄

田 中義人

須 田 友重

鶴 田治雄

森岡 SB 
菊地 勝弘

大久保嘉明

藤原健蔵

柿沼清 一

江頭庸夫

矢内桂三

遠藤八十一

気 象 庁観 測部
／／ 

／／ 

電 波 研 究 所

国土地 理院

名古屋大学空電研究所

気象庁気象研究所

文部省大学学術局
I! 

北海道大学理学部

東京医科歯科大学医学部

広島大学教養学部

国土地 理院

京都大学防災研究所

文部省大学学術局

北海道大学低温科学研究所
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療
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II 

II 

II 

隊 長｜清 野普兵衛 ｜気問測 部
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海

渡辺隆三 II 

夏 富永裕之 名古屋 大学理学部
定常・研究観測
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生 物 福井義夫 文部省大学学術局
｜；ま

地球物理 長沢 二に 東京大学理学部

十
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名
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凸
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石川正弘 II 
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29 
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村
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福
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井
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夫望衛
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観測計画については南極特別委員会決定の年次計画に基づき， その細目については計画専

テ ー マ， 方法， 期間，門委員会で決定された． 第9次観測隊越冬隊および夏隊の観測項目，

担当者について表2に示す．

第9次南極地域観測隊観測計画表2

基地観測1. 

担
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大陸氷厚の測 定
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積雪層構造，雪質，

密度の測 定
雪氷表面の観察

重力測 定

地磁気観測

VL Fの緯度効果

位置，方位決 定（ 航法〉

地上
気象観測通報

人体の寒冷悶II化

地理，地形（ 研〉

氷（ 研〉雪

力（ 研〉

気（ 研〉磁

重

地

地（ 研〉

象（ 定〉

学（ 研〉

測

気

医
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船上観測

担

「
渡

3. 

当間期調1観法方目項月「JFJ
 

部

辺，日向野1日 2 回全航程
1日 2 ～ 3 回全航程
1日 2 ～ 3 回全航程

／／ 南
ン

棚

～
ウ

陸

ル
タ

大

ト
プ

辺

ン
一

周

マ
ケ

陸

一
～
程
大

リ
洋
航
極

フ
極
全
南

／／ 

／／ 

GEK による
BT Iこよる
採水パケツ，温度計
ナンゼン採水器

表面水および深層
採泥器による

各層 採水による

海流測定
水温観測
表面水の採取および

測温
各層 観測

海水の化学分析
海底堆積物の採取

洋 （定〉海

｜全航程
プランク トンネッ ト，l南極洋

採泥器 ｜ 

！全航程
全航程

牙く

谷

井

// 

守
田

柏

福

南極洋
／／ // 

空気サンプリング

南極洋における物質
代謝植物プランク トンの
生態学的研究

植物胞子花粉の散布
状況調査

プランク トン海藻の
採集

物 （研）生

長 沢海上重 力計
プロ トン

磁
力計

海上重 力測定
海上地

磁
気観測

VL F， 中短 波電界
強度測定

地球物 理 （研〉

石沢，夏隊員 （復〉

田中，夏隊員 （復〉

全航程電界強度観測装置層 （研〉電

空電スベク トル観測｜スベク トル観測装置！全航程

｜空気吸引法

｜中性子計

電 波科学 （研〉

地菊航往海塩核濃度の測定象 （研〉

線 （研〉

気

宇 須田，夏隊員 （復〉全航程緯度効果観測，－，...‘ 
田

費京至1. 3. 

第 9 次南極地域観測事業費は総額7億7,697万円である． 内訳は

156,192千円

182,557 

56,819 

365,549 

2,528 
13,326 

観測部門経費

設営部門経費

隊員経費

海上輸送経費

訓練経費

本部経費

776,971千円

観測部門および設営部門内訳は次の通りである．

計
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表3 観測関係経費予算額表

科 博 関 係 分 ｜各 省 庁 関 係 分

3 3  

象

物

学

洋

震

氷

理

質

通

千円
9,463 

11, 933 

3,555 

680 

14,450 

3,950 

8,062 

916 

3,370 
（ライトパ レ ー を含む）

2,360 

4,035 

2,420 

2,925 

2,368 

極 光・夜 光

地
磁

気

電 波

電 離 層

宇 宙 線

気

生

医

海

地

雪

地

地

共

千円
20,565 C電波研）

31,so2 C気象庁〉

2,095 C水路部〉
（潮汐を含む）

6,260 C地理院 ）
（重力を含む）

1, 110 C地理院〉

（ロケット 19,000千円東大〉

部

表4 設営関係経費予算額表

門｜ 予 算｜ 官有 考

機

燃

建
土

通

医

装

食

共

械

料

築
木

信
療

備

糧

通

千円 1
114,016 

10,180 

19,140 

l, 183 

8,680 

l, 350 

14,967 

2,387 

10,654 

雪上車3， そり， 電気関係， 暖房関係

軽油， ガソリン 等

居住棟 ， 作業棟， 通路 等

ミキサー ，諸材料

車載用 通信機，保守沼品 等

監視 装置， 薬剤

防寒衣類，行動用 品， 文房具 等

基地予

備

食

梱包，輸送， 倉庫料等

他に開発研究費でアイスレ ー ダ ー （2,120千円〉， カブ ース（l, 033千円）を製作した．
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2. 行動計画 と 経過 の 概要

2. 1. 計 画

「 ふ じ」 の行動 日 程については本部総会での決定に基づき， 防衛庁が次のような具体案を

立てた．

1967年 11月25 日

12月10 日

16 日

23 日

30 日

1968年 1 月初め

2 月21 日

24 日

3 月 1 日

3 月 7 日

東京港発

フリ ー マント ル着

フリ ー マントル発

南緯55度通過

氷縁着 〈エ ンダ ー ビ ー ラ ン ド沖〉

昭和基地へ空輸作業および建設作業， オ ラ フ 海岸沖， エ ンダ ー ビ ー ラ

ン ド沖 調査行動

氷縁発

南緯55度通過

ケ ー プタ ウン着

ケ ー プタ ウン発

23 日 コ ロ ンボ着

27 日 コ ロ ンボ 発

4 月12 日 東京着

総行動 日 数は 140 日 と決定された ． 実際は， 暴風圏の低気圧を避けるために予定より 1 日

早 く12月15 日 にフリ ー マントルを出港， 追風を受けて南に コ ー スをとったため も あって南緯

55度は予定より 2 日 早く通過 した． このため， 帰航の南緯55度通過 も 2 日 早かったが， ケ ー

プタウン入港以後の 日 程については予定通りであった．

9 月 1 日 に隊， 艦， 本部のオベ レ ー シ ョ ンについての合同連絡会 。 、わゆる三者連絡会）

において次の事項が了 解されていた．

1) 大型雪上車 3 台の揚 陸地点については， オン グ ノレ海峡の氷状悪化 も 予想され， 基地側

に揚 陸されれば， 以後の内陸調査旅行が非常に不利になるお それがあるため， 直接大陸沿岸

に揚 陸を希望する．

2 )  基地周辺行動中に第9次隊および第8 次越冬隊により生物， 地学， 地球化学， 雪氷，

地磁気等の野外調査を行なうためヘリ コ プタ ー の支援を希望する． また内陸調査旅行用の燃
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部 門

土木

建築

機械
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表 5 第 9 次観測隊作業計画 （＠ 新規輸送， O 基地既存〉
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ー （ 4 )  Y ( 4 ） 晶、、
宜
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(

!
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}i®1i:5Hl! !lli� C 1 に 1耐）
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一0)一 （150D大凶号住 日開制又谷）

アc－ン－テ－ナ－ �
一
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一電

ー
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観
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測.
4
器
t ) 械設備 ， 中 継等

-

30 

（ 自 然保護地域の 笠智tl) 。 へ リ に よ る 野外調査

（清水調査）

料30 t を 雪上車揚陸地点 沿岸か ら 約10km 内陸に空輸を 希望す る ．

35 

Ill 
35 

3) 船を と めて 行 な う 海洋観測 （し 、 わ ゆ る 定点観測〉 は往航 時 は 困難 であ る が ， 帰航時に

でき る だけ 時間的余 裕を 見て実施す る ．

一方積荷 につ いて も 再三打合せ会が持たれ最終的には表6 に示す も の と な っ た ．
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部 門｜燃 料｜機 械｜建 築｜土 木 l 医 療｜食 糧 ｜ 装 備 ｜ 通 信｜観 測 l 公 用 心 計

重 量（ t) I 川 83. 9 1 … 川 0 7 1 川 8 3 1 2 5 1 必 s I 1. o I 508. 8 

発電機の増設のため燃料のしめる割合が多 くなった こ とと， 内陸調査旅行に備えて機械車

両関係の積荷が多くなっていることが今回の特色であろ う ．

実際 の積荷の段階で各部門共積荷重量の超過があ り ， 予定量を大分上まわったので ， こ れ

の調整に苦心した． 結局建築部門の作業棟 ， 造水槽等を積み残さざるを得なかった ， 積荷の

場所については， 大型雪上車 3 台が 2 番ハ ッ チ の上部に収容されたが， 下のハ ッ チに建築資

材が積み込まれ ， 基地における荷おろし， 作業手順を考えると必ずしも理想的な積荷の状態

ではなか っ たが， や むを得－ないことである．

基地へ の輸送につ いては， 基地建設の手順 ， 越冬人数， 重点業務を考慮し， 次の基本的な

方針を立てた．

1) 輸送を 3 段階に分け ， 輸送物資の優先順位をつける．

2) 第 1 段階200 t ， 第2 段階100 t ， 計 300 t の物資で28名越冬可能とする． その場合 ，

居住棟だけは新設し，他の施設は現状 （第8 次越冬隊の状態〉 維持 ， 消耗品の補充のみにと

どめる ．

3) 残余の物資は基地施設と観測内容の充実， 拡張のためとし， これらは第3 段階とする．

以上の基本方針によ り 基地建設の計画細目が立案された． これを表5 に示す ．

2. 2. 往 航

1967年11月25日14 : 00盛大な見送 り を受けて出港． 直ちにオベ レ ー ショ ン会議， 全員連絡

会がもたれ ， 今後の行動予定 ， 艦内生活の注意事項等を連絡した後 ， 装備品の支給を行なっ

た． 一方船上観測のうち重力， 地磁気 ， 宇宙線， 電波科学の電界強度測定は直ちに観測開始 ，

翌26日からは こ れに海洋， 生物観測も加わった． 「 ふ じ」 は比較的静かな航海を続け， 予定の

コ ー スを南下 ， この間消火訓練， 救命胴衣着脱訓練， 総員離艦訓練等を行ないながら次第に艦

上生活にな じんで、行った. 11月30日 レイ テ 島沖にて慰霊祭， 1 2月 2 日セ レ ベス海に入 り ， 翌 3

日1 2 : 10赤道通過南半球に入る. 1 2月5 日朝 ロ ンボ ク水道を通過 ， イン ド 洋に入った． この

日から 3 日間にわたって南極大学が開講， 南極についての一般的な教養講座がもたれた． こ

の間荷役についての隊・艦合同オペ レ ー ショ ン会議があ り ， フリ ー マント ル入港前にすで、に
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具体的 な 作 戦が立て られていた. 12 月 10 日 11 : 00 フ リ ー マ ン ト ノレ入港， 補給 と 休養の後12 月

15 日 10 : 00同港を 出 港 した． 入港中の気象解析か ら暴風 圏 を 東進す る 低気圧の勤きに注目，

低気圧の前面を 追風で一 気に南下す る こ と が有利であ る と 判断 し， 予定よ り 1 日 早 く 出港が

決定されたの で、あ る ． 寄港 中はパ ー ス 日 本総領事館初め在留邦人の非常 な 歓迎を 受けた． ま

た当地 で、 米 国 オ ブザ ー パ ー ， ス ポ ン ホ ル ツ 氏が乗艦， ケ ー プ タ ウ ン ま で同 行する こ と にな っ た．

15 日 10 : 00 フ リ ー マ ン ト ルを 出港 した 「ふ じ」 は南西に コ ー ス を と り ， 翌日 日 夜半東経108

度付近で南に変針， 一気に南下をはか っ た． 天気判断は極めて適切 であ り ， 船の動揺は少 な

く ， 終始追風で暴風圏 を 突破す る こ と ができた. 20 日 21時頃南緯54度半 付近で初氷山を 視認，

21 日 00 : 30南緯55度を 通過， 翌22 日 東経 104 度付近で氷縁 に接近， こ こ よ り 氷縁沿いに西航

を 始 めた． こ れよ り 先， フ リ ー マ ン ト ル 出 港後か ら昭和基地 と 無線連絡を 行 な い ， オ ピ号，

およ び マ ク マ ー ドか らの氷状情報を 得 る こ と ができた． オ ビ号よ り の も のは 「パ ッ ク ア イ ス

の前縁は例年 と あ ま り 変 り な い が， パ ッ ク ア イ ス の 内側に 開水面が できて い る 可能性が 強

いJ， ま たマ ク マ ー ドよ り は 「氷海外縁部のパ ッ ク ア イ スは多い が， 内 側はノレ ー ズであ る 」 と

云 う も のであ っ た． 艦内においてはほ と ん ど連 日 ， 作 戦にう し 、ての打 合わせ ， 連絡が行なわ

れていた．

氷縁沿し 、 �こ西航 を 始 め た 「ふ じ」 は氷山群を縫 う よ う に して26 日 夜半 エ ン 夕
、、
ー ピ ー 沖を 通

過， 進路を南西に と り 氷縁沿いに リ ュ ツ オ ・ ホ ル ム 湾に接近 して行 っ た． 先に入 手 したオ ピ

号か らの情報よ り も パ ッ ク ア イ ス の前縁はか な り 後退 してし ・ る ． 時間が経過 していため か ，

ま たは低気圧のため沿岸に圧縮されたのか も 知れ な い . 28 日 早朝， 南緯67度， 東経42度付近

か ら パ ッ ク ア イ スに進 入 開始， 51号機によ り 偵察飛行宇の結果， 南西方に開水面（大利根 水路）

があ る こ と を 認め， 約40 マイ ルにわた る 氷量 9～10のノミ ッ ク を 切 り ， 開水面に到 達， 更に開

水面を南西進 し28 日 12 : 00南緯68度07分， 東経40度16分 （基地よ り 56 マイ ノレ〉 で定着氷に接

岸 した. 81号機の テ ス ト 飛行の後14 : 00定着氷進 入地点を 見 る ため西方の偵察飛行が 行 な わ

れ， 西方に開水面のあ る こ と が認め られた．

2. 3. 輸送 ・ 建設

12 月 29 日 早朝か ら西方開水面に向 け航進 開始， 氷量 7 ～ 8 . 13 : 00氷状偵察を兼ね基地へ

の連絡便が発艦， 手紙， 生鮮食品等を と どけ ， 初期打ち 合わせを 行な い ， 16 : 05帰艦 した．

「ふ じJ は南西進を 続け， 23 : 35 定着氷に接岸， こ こ を 第一空l愉地点 と す る こ と に した．

68°26'S, 38°43'E ， 基地か ら N NW約35 マイ ル の地点であ る ．

輸送は最初 4 便を 初度輸送便 と し， 基地側の受入れ体制の確立 ， 建設作業の準備等のため
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の人員資材のみの輸送に限り，以後予定に従って 本格的な空輸が行なわれることになって い

た． 第 1 便が13 : 00発艦，基地に向かい，以後4 便までの飛行で初期必要物資 4. 9 t ,  人員

隊員12名， 乗組員18名を輸送し，基地における受入れ体制と建設準備体制ができ上がった．

翌31日も午後各 4 便の空輸が行なわれ，約半数の隊員は基地に飛び建設作業に 従 事 し た．

1968年元旦，形ばかりの新年行事の後，基地では新居住棟の基礎工事が進め られていた. 4 

日午前 ま で空輸は続き，約 48 t の物資が運ばれた．

この頃，大型雪上車の揚陸場所とその時期が当座のオベレ ー シ ョ ンの焦点となり艦長，隊

長はへリ で昭和基地対岸のモ レ ー ン地帯を偵察，適当なベイ アイスに接舷して 雪上車をおろ

す計画が立 て られた． 付近一帯の水深はすでに第 8 次隊の手で詳細に調査されており，接岸

には適当な場所である． 問題はその時期である ． 「ふ じ」 の現在地点より昭和基地まで約 40 マ

イ ルの定着氷は厚さ平均170cm，その上に約 10cm の新積雪があり，表面にはパ ドルの発生は

なく強固なも のであり，一方揚陸予定地付近のオングル海峡の海氷は連日の晴天のため急速

に薄 くなりつ つあり，揚陸を予定して いたベイ アイスはし 、 つ流失するか予断を許さない状態

であった． 定着氷を割るにはもう少し時期を遅 らせた方が有利 であったが，揚陸場所のベイ

アイスの状況か ら，定着氷を強行突破 し 早い時期に雪上車の陸揚げを行なう作戦がと られた．

1 月 4 日開水面を東に移動， 68°25'S, 38°53'Eの地点より定着氷に進入開始，ほ ぼ南北に

走る氷山列の西側に添って砕氷南下を始めた ． 定着氷は堅 く，連続チ ャ ー ジン グを繰返し，

特に氷山列 の風下側の吹きだまりを突破するには非常に時間がかかった． 特に 6 日か ら10日

にかけては最悪の状態で，軽雪上車 SMlO を氷上におろ し， 氷厚測定， ル ー ト偵察を行な

い ，また爆破作業をやりなが ら チ ャ ー ジ ン グを続けた．

1 月12日朝 「 ふ じ」 はオン グル島南方をう回し，オングル海峡に入り， 9 時に大陸沿岸 モ

レ ー ン地帯の揚陸地点に接岸した． 午後そりとカブー スを揚陸，夜間に大型雪上車 3 台の揚

陸を無事終了 した．

「 ふ じ」 は翌日 日 11 : 00オングル島に回航接岸，ここに輸送と基地建設の新しい段階を迎

えることになる．

この間基地において は初期の輸送段階で約 半数の隊員が基地に移り基地建設に従事 し て い

た． 第 8 次越冬隊は隊長以下の内陸調査旅行隊がまだ帰還せず，人手不足であったが，基地

の定常業務の維持 ， 輸送物資の荷受け，荷さばきを担当しても らい，第 9次隊は建設作業に

専念できた ． 勿論 「 ふ じ」 乗組員か らは輸送， 建設， 通信，補給等全般にわた っ て強力な支援

を受けた． 基地建設作業本部を管制棟におき，毎日16時か ら各部門責任者が会議を開き，本
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日の作業経過， 明日の作業予定， 作業人員の割当て， 配車， その他の連絡を行ない， 輸送建

設作業の円滑を期した． 作業開始は08 : 00， 終 了 は2 1 : 00とし， 宿泊は飯 場棟お よ び管制棟

を使用した ．

12 月31日空輸開始と同時に， 基地では建築， 機械， 通信各部門の建設整備が開始 さ れた．

詳細については表 7を参照 さ れたい．

建築関係では新居住棟の基礎工事は 1 月 5 日に完了 したが， 建物材料が積荷の関係で輸送

できず（大型雪上車が上部ハ ッ チ に積んであるため〉， 「 ふじ」が接岸後でなければ材料入手

ができないので， 作業の主力を新発電棟の基礎工事に向けた． 新発電棟は当初倉庫として準

備したもので， 従来のパ ネ ル方式のものではなく， 基礎 コ ン クリ ー ト の上に軽量鋼で柱， 梁

を熔接工作をするものであり， 製品としてではなく材料として輸送したもので， 工事には非

常に手間のかかるものである ． 当初床面積12 m × 14mのものを予定していたが， 現地の地取

り， 材料を検討した結果， 14m × 18 mのものが建設可能の見通しがつき， ただ ちに工事が始

められた． 基礎の地ならし， 根切りの作業は凍土と岩盤， それに雪解け水の地下浸透のため

非常な難工事となり， 掘 さ くは斜面下側では 2 m以上にも達し， コ ン クリ ー ト用の骨材採取

量も膨大なものとなった. 13日「ふじ 」 をオ ン グ ル島に迎えてもまだ基礎 コ ン クリ ー ト 打ち

が続けられていた．

「ふじ 」 接岸で新段階を迎え， 基地に宿泊していた作業員は艦から通勤することとし， 新

しい編成で作業分担をきめた． 輸送も空輸と並行して建築資材の長尺物等はそりで氷上輸送

を行なうこととした． 艦側からの支援人員も増加 さ れ， 更に強力なものになり， 好天にも恵

まれ輸送と建設は急 ピ ッ チで進んだ．

この頃プラ ト ー 基地 よ り昭和基地帰投を急いでいた鳥居調査旅行隊は，F 16 C基地 よ り96° '

12 マイル〉 に到着しており， クレ パス地帯のため前進をや め ， ヘ リ コ プタ ー に よ る収容を待

っていた. 15日 3 便を も って鳥居旅行隊の人員お よ び観測資料等は基地に収容 ．

新居住棟の作業は順調に進み， 17日パ ネ ル組立てを始め， 夜間作業で翌朝には完成した．

18 日には鳥居隊が F59 地点に故障のため 残置した雪上車（KD 601） の修理収容のための

隊と， 燃料デ ポ荷受隊が F 16地点まで、へリ で行き， 引続き約 30 t の ド ラ ム かん 入 り 燃料が同

地点まで輸送さ れデ ポ さ れた． 一方故障雪上車の修理収容も首尾 よ く終り， 2 1日朝全員無事

に帰艦した．

基地輸送は， その後ヘリ コ プタ ー のエ ン ジ ン故障などがあったが， そりに よ る氷上輸送と

並行して 1 月2 3日すべての物資輸送が完了 した（表8 参照 〉．
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建設 の 方は 主 力 を 新発電棟に ， 一部を 通路 の 改造に向 けたが ， 材料加工 の 手 間 の 多い こ と ，

溶接機 と 熟練者の不足 な どか ら遅 々 と し て進 ま ず ， 全員 ょ う や く 疲労 と 焦燥 の 色が濃 く な っ
て 来た ． それで、 も 21 日 には ヘ リ コ プ タ ー の つ り さ げに よ っ て 65KVA 発電機の す え つ け が終

り ， 壁 ， 屋根 と 次第に形を 整 え て 行 っ た．

1 月 22 日 よ り 観測関係者は 8 次隊か ら の 業 務 申 継 ぎ ， 観測装置 の 設 置 ， 調整に入 り ， 一 部

は定常観測 の 実習 を 開始 し た ．
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「 ふ じ」 の今後の行動予定について艦長 ， 隊長間で次のように打合わされていた． 即ち，

1 月 28 日に実資的には越冬隊の交代を行ない ， 8 次隊全員を艦に収 容 ， 9次隊の調査要員を

乗せて29日一旦基地を離岸， 南方海域（ リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 内〉 に向かい， ラン グ ホ プ デ地

区 ， ス カ ー レン地区の調査， 潜水による生物調査を行なった後， 2 月 2 日再び昭和基地付近

に帰り ， 2 月 3 日離岸， 北方海域に氷海を離脱 ， 氷縁を東航してマラジ ョ ー ジ ナ ヤ 基地訪門

の後， 西航しながらプ リ ンスオラフ海岸の露岩地域を調査 ， 2 月10日基地北方海域からヘ リ

コ プタ ー を飛ばし ， 第9次越冬隊成立の儀式を行なった後， 建設応援のため墓地に残ってい

る夏隊員全員を収容， 帰途につくと言うものである．

1 月28 日09 : 00， 第8 次越冬隊は基地を， 第 9次越冬隊は艦を， それぞれ雪上車とそりに

分乗 ， 同時に出 発 ， 途中の氷上で行きかい ， ここに実質的な越冬隊交代が行なわれた．

翌29日はブ リ ザ ー ドで出港延期， 1 月30日朝南方海域に向け出港， ラング ホ プ デ付近からス

カ ー レ ン調査班， 空中磁気測量班を乗せて8 1号機発艦， 一方ラン グホブデ調査班およびサ ポ ー

ト隊は内火艇で上陸， それぞれ調査地域に向かった． 翌31日 「 ふ じ」は更に南下をしてホ ノ

ー ル氷河前面まで進入， 初の航跡を印し， 測深儀により興味ある海底地形の調査が行なわれた．

2 月 1 日ラン グホブデ ふ じ 入江付近で潜水調査場所の偵察 ， 自 然保護地域の空中撮影 ， ス

カ ー レ ン調査隊の収容があり， 翌 2 日， 艦側の強力な支援のもとに福井 ， 大久保両隊員が潜

水し ， 海底生物の採集 ， 水中写真撮影を行なった後， 「ふ じ」 は再び昭和基地に帰った．

2 月 3 日16 : 00小雪降る中を越冬隊員に見送られて離岸， 進入時の コ ー スをチ ャ ー ジ ン グ

しながら定着氷を北上， 6 日17 : 00定着氷を離脱 ， パ ッ ク アイ ス域を切り， 同日22時外洋に

脱 出 ， 直ちに東航を開始した．

2 月8 日 ソ 連 マラジ ョ ー ジ ナ 基地沖からヘ リ コ プタ ー で同基地を訪門 ， 隊側からは第9次

夏隊から 4名， 第8 次越冬隊から12名が参加した． 基地では コ ルニ コ フ隊長以下多数の歓迎

を受け， 基地施設の見学， 観測各部門の情報交換を行ない ， 短時間ではあったが有意義な機

会を持つことができた．

翌 9 日西航して日の出岬に接近 ， ヘ リ コ プタ ー で日の出岬とあけぼの岩に二つの調査班を

送り， 生物， 地球化学， 地学の調査を行ない， 隊員を収容後西航して基地の北東約50マイ ル

の地点で 明日の越冬隊成立儀式， 夏隊の残留者収容な どについて打合わせを行なっていた．

21 : 30基地との定時無線連絡で福島隊員の遺体発見の報を受け， 直ちにその収容， 処理の方

針を協議， 艦長以下各幹部の御協力を願い ， 深 更まで諸準備がなされた ． 翌 2 月10日08 : 00 

艦発で発見現場に飛ん だ．
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2 月11日10時から昭和基地食堂において第8次越冬隊長， 艦長， 第9次副隊長列席のもと

に第9次越冬隊成立の式典がなごやかに行なわれ10 : 2 0基地発 ， 11 : 00 「 ふ じ」 に帰った．

遺骨は同便で 「 ふ じ」に移 さ れ， 隊員寝室の一室に安置 さ れた． しばらく続いた好天も最終

便が帰艦すると間もなく雪が降り出 し ， 好天期も終りをつげた ．

以後 「 ふ じ」は海洋観測をやりながら氷縁を西進 して 2 月17日サ ナ エ 基地に接近 したが，

強風と降雪で視界なく， レ ー ダ ー で、棚氷を認めただけで、訪門を断念 ， 同夜半北上を開始 した．

2. 4. 夏季野外調査

ヘ リ コ プタ ー を利用 して行なう夏季野外調査の計画は ， 第8 次越冬隊の希望も含めて 出 発

前に艦側に要望 しておいた． 輸送作業の終了後， 野外調査が実施 さ れたが， その詳細につい

ては各担当者の報告によることと し ， ここではその概略を述べる ．

1) スカ ー レ ン地区調査（ 1 月30日～ 2 月 1 日） ： 生物 ， 地球化学 ， 地学の調査． 参加者

7名 ． これの送迎便で白 瀬氷河まで飛行 コ ー スを延 し ， 空中磁気測量（参加者 2 名〉 を行な

った ．

2) ラ ングホ プ デ地区調査（ 1 月30日～ 2 月 2 日〉 ： 「 ふ じ」が ラ ングホ プ デ地 区北岬付

近に進出 ， 内火艇で上陸 ， 生物， 地学， 雪氷の調査， 参加者10名．

3) 潜水調査（ 2 月 2 日〉 ： 「 ふ じ」が ラ ン グホ プ デ付近に進出 ， 入江で潜水調査実施，

大久保， 福井両隊員が潜水．

4) 自然保護地域空中写真撮影（ 2 月 1 日〉 ； 「 ふ じ」 が ラ ン グホ プ デ付近に停泊中 ， ベ

ノレ機に隊員 1名同乗 ， 付近の撮影を行なった ．

5)  日の出岬 ， あけぼの岩調査（ 2 月 9 日〉 ： 生物， 地学， 地球化学の調査． 参加者日の

出岬班 6名， おけぼの岩班 6名．

その他輸送建設期間中に東西オ ン グル島内， オングルカルベ ン島 ， 基地対岸モ レ ー ン地区

の調査が行なわれた．

1 月31日には定着氷が脆弱化 したのを利用 して 「 ふ じ」 は湾内を南下 ， スカル ブ
ー
ス ネ ス地

区に接近 ， ホ ノ ー ル氷河前面に進出 ， 水深の連続測定 ， 海底生物の採集を行なった．

以上の諸調査は第8 次越冬隊と共同 で行なわたれが， 出 発前に同隊の希望する調査計画を

承知 していたので ， 特にヘリ コ プ タ ー の運行については能率的な計画を立てることができた．

2. 5. 福島隊員の遺体発見

1960年10月10日激 しいブリ ザ ー ドの中に行方不 明となった， 当時第4次越冬隊員であった
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福島紳隊員の消息は， その後のたび重なる捜索にもかかわらず ， 依然、として不 明 であった が，

本年1968年 2 月9 日 ， 西オ ン グル島において第9次隊々 員によって実に 7年余の年月を経て

発見された ． 本件に関する詳細な報告書は第8次越冬隊長（旧 第4次越冬隊長） の鳥居鉄也

氏より出される予定であるので ， 本項ではその経過を述べるにと ど
、
めたい．

発見の 日 2 月9 日 は「ふ じj はすでに事実上交代を終った 第8次越冬隊全員と第9次夏隊

善兵衛野:2包
｛月44 

プリ ン スオラフ海岸の調査を終り，

明10 日 に予定されていた新越冬隊成立の式典準備と建設応援のため基地に残留している夏隊

員 4名を収 容するため， 最終飛行使を飛ばす計画をもって基地北東方約50マイ ルの氷海中に

あった．

一方基地ではま だ建設作業が続行されていた が，矢内隊員の希望 により，矢内， 村越，大

久保， 福井， 石川の各隊員が西オ ン グ ノレ島の地質調査に出かけ， 西海岸で矢内が福島隊員の

遺体を発見した． 現場は基地から直線で約 4 km の距離にあ る まめ島対岸の33m 高地の西側

マラジ ョ ー ジ ナ ヤ （ソ 連〉 基地訪門，の大部分を乗せて，
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海岸で， 眼下に ま め 島を 見下ろ し， 西の瀬戸をへだてて オ ソ ク
や
ル カ ルベ ン 島 が見 られ る 場所

であ る （図 1 ）. 一行は現場を 保存 し， 基地に引 き返 し 村山隊長に報告， 「ふ じ」 および南

極本部に連絡を 取 っ た ．

翌 2 月 10 日 ， 鳥居， 大瀬， 石田， 吉 田， 松 田 ， 広瀬（ 以上 8 次隊 ）， 村山， 清野， 村越， 土

屋， 柿沼， 小林， 大久 保 （以上 9 次隊〉 の13名 が遺体の収 容に当た っ た． 遺体は鳥 居隊長の

立合いで， 小林， 広瀬両隊員によ っ て検案された後火葬にされ， 基地に帰 っ た． 翌日 日 福 島

ケ ル ンに分骨納骨され， 納骨式の後， 遺骨は最終便で基地を 出 発 した．

2. 6. 復 航

2 月 17 日 悪天候のため サナ エ基地訪 門を 断念 した 「ふ じ」 は， 同夜半北上を 開始， 18 日 朝

海洋観測を 行 な っ た後氷縁を離脱， 帰途についた． ケ ー プ タ ウ ン ま で北上す る 間， 海洋の停

船観測 （し 、わゆ る 定点観測） は緯度 3 度 ご と に実施 し な が ら 北上を 続けたが， 南緯54度 付近

か ら荒天 と な り ， 以後 しば ら く 観測できな い ま ま 北上 した． 南緯55度 線は 2 月 22 日 早朝通過，

ブ ー ベ 島に接近， 海上か ら観察 した． 向 島は本年10 月 頃よ り 南 ア フ リ カ 共和国によ っ て観測

所が設置され る 予定 と 聞いてい る . 2 月29 日 13 : 00 ケ ー プ タ ウ ン港外着， 3 月 1 日 予定通 り

ケ ー プ タ ウ ン港に入港 した ． 当地では領事館， 在留邦 人の歓迎を 受け ， 3 月 5 日 には南 ア

CSIR 主催の 日 本， 南 ア ， ベ ル ギ 一 三 カ 国の南極観測関係者によ る討論会があ り ， 各隊の活

動状況， 観測結果の説 明があ っ た．

第8 次越冬隊全員24名は福島隊員の遺骨を守 っ て当地で退艦， オ ブザ
、
パ ー の ス ポ ン ホ ル ツ

氏 ， 報道の加藤， 寺 田 両氏 も 退艦， それぞれ空 路帰 国 した ．

3 月 7 日 出 港， コ ロ ン ボに向か っ たが， 所定の船 上観測 （海洋， 生物， 重力〉 はその ま ま

継続， 更に越冬隊の実施 していた宇宙線， 電界強度測定は 引 き続き夏隊 が分担， 東京入港 ま

で続け られた． ま た， ケ ー プ タ ウ ンの海洋気象 台 ク ロ フ ォ ー ド氏よ り WM O の水温観測法研

究計画のー っ と して 同氏 開発の温度 計によ り 比較観測を 依頼されたので， 「ふ じ」 気象室の

応援を 得て渡辺 ， 清野が こ れを 実施 した．

3. 所 感

第 9 次観測隊夏隊の行動は天候にめ ぐ ま れた こ と も あ っ て， 隊 . ＊監協力 して船上観測， 野

外調査， 輸送建設作業等全般にわたって所期の目的を 達 した と 考え る ． しか し 将来のため

検討改善を 要す る 点 も あ る ので こ れ らについて述べたい ．
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3. 1. 観測関係

3. 1. 1. 夏季野外調査

ヘ リ コ プタ ー を利用して行な う 野外調 査は昨年に引き続き本年も実施され，将来 ま すます

さかんになることが予想されるが，これの あ り 方について考えてみたい ． たとえばラン グ ホ

プデ地区な ど
、
は過去の各観測隊が毎年調査班を送って調査を続けてお り ， 各専門の分野とし

てはそれぞれ成果を得ているが，これを総合的に見れば， ま だ欠ける所があると思われる ．

従って，今後の行き方として ， 各年次毎に調査 目 標地域をしぼ り ， 各分野 の専門家で調 査隊

を編成し，集中的に総合的な調査を行な う ことが最も能率的であ り ，成果もあがることと思

う ． 航空機の 支援もこの方法に よ れば， 更に能率的な強力なもの が得られるだ ろ う ．

3. 1. 2. 船上観測

船上観測， 特に船を止めて行な う 観測については， 今年は事前に良 く 打合せがしてあった

ので問題はなかったが， 輸送任務を第一使命とする 「 ふじ 」 においては特に往航にはあ ま り

多 く を期待しない方が よ い ． 状況に応じ 変えることができる柔軟な観測計画であることが望

ましし ＼

3. 2. 輸 送

1) 荷物の 重量の表示は常に正確でなければならない ． 特に物資 の 大部分を航空機に よ っ

て輸送している以上，重量表示の不正確は直接大事故につながるものであ り ， ひいては隊全

体のオベレ ー シ ョ ンを左右するものとなる． 残念ながらこれらの例が見られた ．

積荷リ スト 作成はかな り 早い時期に要求されるもので， 未完成，未入手の物品，ま たは未

梱包のものについては 「見込み重量」を記入する例があ り ，これ等の見込み違いが原因かと

思われるが， 各部門担当者はできる限 り 正確な重量を把握する よ う 努力すると共に，積荷前

の検数協会検尺 の際，容量だけでな く 重量も正確に測る必要がある．

2) 基地接岸後 の輸送についてはヘリ コ プタ ー に よ る輸送と並行し，建築資材等長尺物は

雪上車 よ り 氷上輸送をしたが，能率はあま り 良 く ないが，この方法も一考さるべきである ．

長尺物， 重量物等で当年必ずしも基地に運ばな く ても よ いもの （氷状に よ り 接岸不能 の 時を

考えて，た とえば長期計画に よ る建築物の一部， 土木機械等〉 は当初 よ り 氷上輸送を考えて

も 良いだ ろ う ． しかし，基地側の 揚 陸地点にも若干 の 工作が必要となる．

3) 発電機 ， 車両等に使用する燃料の量は全輸送量 の ほ ぼ半分を占める よ う になった． こ

れでも年間使用量を考えるとほとん ど余裕がない状態である． 何かの事故で燃料が失なわれ
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た時の こ と を 考え る と 寒心に耐え な い ． 早急に燃料の備蓄が必要である ． こ の た め に は ，

「ふ じ」 接岸点付近 に タ ン ク を設 置 し ， 艦よ り パ イ プ ラ イ ンで直接タ ン ク に燃料を 送 り 込む

方法が最 も 良い と 考え られ ， タ ン ク の設置場所， パ イ プ ラ イ ンの長 さ 等 につ い て 現地につ い

て ー案を 得 て い る．

3. 3. 設営関係

新発電棟は当初倉庫材料 と し て 軽量鉄骨 ， 鉄板 ， セ メ ン ト 等を購入 し ， 現地におい て地取

り ， 将来の利用価値等を 考慮、 に 入れて 諸材料の許す限 り 大 き い も のを 建設 した ． こ のため現

地加工の部分が 多 く ， ま た基礎工事 も コ ン ク リ ー ト を 100 t 以 上 も 使用するよ う な 本格的な

大工事 と な り ， 建設作業の大部分の勢力を こ れ に 集中せ ざるを 得 な か っ た ． こ の経験か ら ，

基地の建築物は現地加工の少 な い ， 基礎工事 も 簡単 な ， 組立式の従来か らの方式を踏襲すべ

き である． ま た 出発前必ず全隊員で、組立訓練を 行 な い ， 理解を深め て お く 必要がある． 最近

やや も する と こ の こ と が軽視 さ れつつあるのは遺憾である．

ロ ケ ッ ト 観測所建設につ いは更に強力 な ブ
‘
ル ド ー ザ ー ， シ ョ ベ ル等土木機械が望 ま れる ．

終 り に ， 本行動期間中終始強力 な 御支援を 頂 い た 本多艦長 ， 松島副長以下 「ふ じ」 乗組員

に対 し衷心よ り 感謝の意を 表 し ま す ．

第 8 次越冬隊鳥居隊長以 下皆様の御協力御指導に対 し感謝 い た し ま す ．

ま た各寄港地では現地公館の御配慮 ， 在留邦 人の盛大な歓迎につ い て 厚 く 御礼 申 し上げ ま

す ．

(1968年 6 月 13 日 受理〉


